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　　人口の動き

一　2月1日現在一

男4，929（＋1
女5，025（＋4
計9，954（＋5
世帯数2，344（±o

　　（）前月比較

広報

948－01新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地　（魯02576－8－3111）

　　　　　　発行　町長根津正三　編集総務課文書広報係　　印刷白南風社

難懸累
　
　
　
　
撚

　　　　　　　　　羅　　　　　　　　騨　　　　　　　鍵　　　　　　椰　　、

』㌔彪

鑑

2月の休日救急医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
市
町
西

　
　
　
浦
町

　
土
西
本

　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

所
所
院
院

療
療
医

　
　
　
　
　
医

診
診
堂

　
　
　
　
　
田

手
沢
誠

千
水
至
池

日
　
日
　
日
　
日

4
－
　
　
3
　
　
0
　
　
7
4

1
－
　
－
　
　
り
乙
　
　
り
乙

3月上旬の予定

院（袋町）医口6日　山

鞭鞭

　
土
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
。
か
っ

こ
う
よ
く
ス
キ
ー
に
乗
っ
て
い
る
の
は

仁
田
の
子
供
た
ち
で
す
．

　
今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
暖
冬
で
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
も
二
回
ほ
ど
で
し
ょ
う

か
。　
家
の
周
り
の
雪
の
山
は
小
さ
め
で
す

が
、
ま
あ
ま
あ
の
ゲ
レ
ン
デ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は
雪
国
の
魅
力
を
満
喫
し

て
い
る
様
子
で
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
（
1
月
29
日
撮
影
）
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第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
二
十
五
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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第
一
回
議
会
は

老
人
保
健
法
関
係
が
主
体

条
例
の
改
正

▽
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

町
営
住
宅
は
、
住
宅
事
情
の
緩
和
と

教
職
員
住
宅
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
入
居
料
が
四
月
一
日
か
ら
別
表
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▽
工
場
誘
致
条
例
の
一
部
改
正

県
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
　
「
奨
励
措

町営住宅の入居料
　　　　（58年4月1日から）

置
」
の
対
象
を
、
新
設
や
増
設
さ
れ
る

工
場
の
工
業
生
産
設
備
や
機
械
、
車
両

な
ど
の
取
得
価
額
合
計
額
に
つ
い
て
は
、

「
千
二
百
万
円
を
こ
え
…
…
」
に
し
ま

し
た
。

　
こ
の
条
例
の
効
力
は
、
昭
和
六
十
五

年
の
三
月
ま
で
続
き
ま
す
。

▽
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

農
用
地
利
用
増
進
法
に
よ
る
不
動
産

の
所
有
権
移
転
登
記
嘱
託
手
数
料
一
件

木島住宅　1号2号 16，000円

下平新田
住　　宅　　1号2号3号 ”，000

中仙田住　　宅　1号2号 5，000

　　　3号4号5号
〃　　　6号 4，000

大白倉　　1号2号3号
住　　宅　4号

10，000

栄町住宅　1号2号 12，000

〃　　　3号4号 13，000

〃　　　5号6号7号 14，000

高倉住宅　　1号2号 13，000

※山野田住宅（22，000円）と白倉住宅

　（6，000円）は改正しません。

千
円
、
そ
れ
に
所
有
権
保
存
登
記
嘱
託

手
数
料
一
件
五
百
円
が
付
け
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

▽
老
人
及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

　
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
人
は
六
十
五

歳
）
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
二
月
一
日

か
ら
老
人
保
健
法
に
よ
り
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
関
係
条

項
を
改
正
し
ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
ち
ら
も
老
人
保
健
法
関
連
に
よ
る

改
正
が
主
で
す
。
過
料
が
二
千
円
以
下

か
ら
二
万
円
以
下
に
な
り
ま
す
。

予
算
関
係

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
八
号
）

　
百
二
十
九
万
九
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

十
九
億
六
千
六
百
三
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
二
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
す

る
老
人
保
健
法
に
関
連
し
て
補
正
が
行

わ
れ
た
も
の
で
、
歳
出
の
ほ
う
を
見
ま

す
と
、
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設

の
工
事
分
が
六
十
七
万
五
千
円
減
額
さ

れ
、
新
た
に
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出

金
と
し
て
百
九
十
七
万
四
千
円
が
老
人

福
祉
費
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

▽
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
こ
れ
も
老
人
保
健
法
に
よ
る
も
の
で

す
。
療
養
給
付
費
の
国
庫
負
担
金
が
九

百
三
十
七
万
二
千
円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
給
付
費
は
お
年
寄
り
の
分
と
し
て
、

二
千
六
百
四
万
円
が
減
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
老
人
保
健
特
別
会
計
の

ほ
う
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
百
七
十
五
万

二
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
四
億
七
千

七
万
三
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

▽
五
十
七
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
予

　
算
　
老
人
保
健
特
別
会
計
が
で
き
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
三

千
二
百
四
十
万
三
千
円
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基
金
交

付
金
が
二
千
二
百
四
十
三
万
七
千
円
、

国
庫
支
出
金
が
六
百
三
十
九
万
二
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
医
療
給
付
費
が
三
千
百

五
十
九
万
五
千
円
で
全
体
の
九
七
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
老
人
保
健
法
の
対
象
者
は
、
昨
年
の

十
二
月
一
日
に
調
べ
た
と
き
に
は
、
千

十
二
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人

た
ち
の
医
療
諸
費
は
す
べ
て
こ
こ
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

ミ老人保健≒

お医者さんのかかり方

▽
五
十
七
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
三
十
六
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
千
五
百
二

万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
橘
の
加
入
金
が
二
件
分
と
赤
岩
加
入

金
が
一
件
分
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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窓ロヘ健康手帳と保険を取り扱っている
　　保険証を　　　　病院・診療所へ

o

受診

（（

噺〆＼
》

－

ll

　、

1、

　‘

外来は1月につき400円
入院は1日300円支払い
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猿家族そろって

ご加入を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
一
円
の
安

い
掛
金
で
お
互
い
が
助
け
合
い
、
万
一

の
場
合
最
高
百
万
円
の
見
舞
金
が
受
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
川
西
町
の
加
入

者
は
八
千
五
百
六
十
人
、
加
入
率
で
は

八
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
見
舞
金

の
給
付
状
況
は
十
三
件
・
百
七
十
六
万

円
（
五
十
七
年
十
二
月
末
現
在
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
の
方
々

が
未
加
入
で
す
。
こ
の
中
に
事
故
に
遭

い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
が

何
人
か
い
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

　
自
動
車
に
よ
る
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、

歩
行
中
の
車
に
よ
る
事
故
、
自
転
車
事

故
（
小
児
用
は
除
く
）
、
バ
イ
ク
、
耕

う
ん
機
な
ど
の
車
両
に
よ
る
事
故
、
こ

れ
ら
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
給
付
対
象
と

な
り
、
請
求
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

　
た
だ
今
、
五
十
八
年
度
の
加
入
者
の

募
集
を
町
内
の
嘱
託
員
を
通
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方

も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
加
入
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
す
る
と
と
も
に
、
未
加
入
の
方

に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ
う
ご

案
内
し
ま
す
。

　
会
費
は
、
大
人
も
子
供
も
一
律
年
間

三
百
五
十
円
で
す
。

　
交
通
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
い

つ
ど
こ
で
ど
ん
な
形
で
事
故
に
遭
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
そ
ろ
っ
て
交
通

災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
制
度
の
詳
し
い
こ
と
や
加
入
・

見
舞
金
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
役
場
の
住
民
係
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
申
し
込
み
受
け
付
け
場
所

・
県
信
用
川
西
支
店

．
新
潟
川
西
農
協
千
手
支
所

．
　
　
〃
　
　
上
野
支
所

．
　
　
〃
　
　
橘
支
所

．
　
　
〃
　
　
仙
田
支
所

・
川
西
町
役
場
会
計
窓
口

米
寿
の
方
に

　
　
朱
色
の
座
布
団

塩辛の藤巻マキさん

　
今
年
米
寿
（
八
十
八
歳
）
を
迎
え
ら

れ
た
方
は
、
明
治
二
十
九
年
生
ま
れ
の

次
の
二
十
二
人
の
方
々
で
す
。

　
先
月
七
日
、
八
日
の
両
日
、
町
長
と

民
生
委
員
総
務
の
方
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

の
お
宅
を
訪
問
し
、
朱
色
の
座
布
団
を
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ね
　
減
額
は
生
涯
続
き
ま
す

　
　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算
老

　
齢
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ

　
ま
す
が
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を
満

　
た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
六
十

　
四
歳
ま
で
の
間
な
ら
、
い
つ
で
も
希

　
望
す
る
と
き
に
繰
り
上
げ
て
支
給
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
そ
の
年
金
額
は
図
の
よ

　
う
に
、
請
求
し
た
と
き
の
年
齢
に
よ

　
っ
て
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
ニ
パ

　
ー
セ
ン
ト
も
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま

　
す
。

　
　
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
繰
り
上
げ
支

　
給
を
受
け
る
と
、
こ
の
減
額
は
生
涯
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続
き
、
決
し
て
取
り
消
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
自
分
の
健
康
の
こ
と

や
老
後
の
こ
と
な
ど
、
よ
く
考
え
た

上
で
請
求
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

・
つ
。

現
況
届
を

　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に

　
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
に

は
「
現
況
届
」
を
定
期
的
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住

所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
り
、
支
払
い

通
知
書
を
な
く
し
た
と
き
に
は
、
そ

の
つ
ど
「
届
出
」
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
こ
う
い
っ
た
届
出
を
怠
る

と
、
年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
り
、
支
払
い
通
知
書
が
届
か
な
か

っ
た
り
す
る
な
ど
、
差
し
障
り
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
受
給
権
」
と
い
う
た
い
せ
つ
な

自
分
の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、
現

況
届
や
変
更
届
は
き
ち
ん
と
提
出
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
提
出
の
際
は
、
年
金
証
書

の
記
号
番
号
と
生
年
月
日
を
正
確
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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特男

前
号
に
引
き
続
い
て
、
昭
和
五
十
六

…
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
…

　
今
回
は
、
六
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
で
す
。

　
特
別
会
計
と
い
う
制
度
は
、
行
政
が

一
広
範
囲
に
な
っ
た
り
、
目
的
が
異
な
っ

た
り
で
、
一
般
会
計
だ
け
で
は
処
理
で

一
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
会
計
を
行
う

…
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
実
施

…
す
る
場
合
や
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳

一
出
に
充
て
る
場
合
に
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
一
つ
の
事
業
の
収
支
を
表
し
て
い

一
ま
す
。

　
厳
し
い
町
財
政
の
も
と
、
経
費
節
減

”
に
最
大
限
の
努
力
を
払
い
、
次
の
よ
う

…
な
決
算
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

一『
甲
I
1
9
1
9
1
1
1
9
0
0
，
9
0
　
5
　
9
9
1
9
・
　
ー
　
5
0
B
　
，
　
・
　
o
　
o
o
　
．
9
9
1
　
0
1
　
9
1
9
1
　
1
　
1
　
1
9
　
1
　
．
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舖
．
歳

488，　484干円

出歳458，　578干円29，906干円黒
字
7

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
五
十
六
年

度
で
は
千
四
百
五
十
七
世
帯
・
四
千
九
百
二

十
一
人
で
し
た
。
町
の
人
口
の
四
九
・
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ

い
た
保
険
料
は
一
億
四
千
五
百
二
十
三
万
九

千
円
、
一
人
当
た
り
に
す
る
と
二
万
九
千
五

百
十
四
円
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
保
険
料
の
給
付
は
四
億

三
千
八
百
十
一
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
一
人

当
た
り
で
は
八
万
九
千
二
十
九
円
で
し
た
。

　
不
足
の
分
は
国
庫
支
出
金
三
億
一
千
二
百

九
十
万
二
千
円
（
一
人
当
た
り
で
は
六
万
三

千
五
百
八
十
五
円
）
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

形
で
す
。

　
老
人
医
療
（
七
十
歳
以
上
と
寝
た
き
り
の

職
雛
嚢
蕪
講
藻
懸
興

轍騰
灘湖輪

鼎騒撒

国
民
健
康
保
険

六
十
五
歳
以
上
の
人
）
は
被
保
険
者
の
割
合

で
は
一
二
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
療
養

給
付
費
全
体
の
三
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

及
ん
で
い
ま
す
。

　
決
算
額
は
二
千
九
百
九
十
万
六
干
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の
八
百
万
円

を
基
金
に
繰
り
入
れ
、
残
り
の
二
千
百
九
十

万
六
千
円
が
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
全
な
国
保
運
営
を
行
う
に
は
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
明
る
い
家
庭
は
じ
ょ
う
ぶ
な
身
体
か
ら
」

で
す
。
集
団
検
診
を
積
極
的
に
受
け
て
い
た

だ
き
、
早
期
診
療
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　　　、灘灘　　灘欄
鞍翻騨

鱗
灘
轍
灘
蟹
灘
辮
無
郵
難
灘
鑑
欝
難
鱗
讐
馨
籔
懸
聴
嚢
韻
鞍
錨
蟹
懲
愚
雛
㈱
禦
羅
照

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

星
名
四
郎
（
上
野
）
、
丸
山
高
夫

（
霜
条
）
、
高
橋
惣
治
（
室
島
）

囹
主
な
提
供
資
料

　
栃
尾
市
史
（
全
六
巻
）
、
仙
田
の

民
話
と
伝
説
、
近
世
文
書
諸
様
式

う
ぶ
声
の

　
　
　
　
あ
と
さ
き

　
大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川
家
康
」
を
見

て
、
若
君
誕
生
に
か
け
る
親
や
周
囲

の
期
待
、
喜
び
が
い
か
に
大
き
い
も

の
で
あ
っ
た
か
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
大
小
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
人
は
だ

れ
も
が
親
類
、
縁
者
に
祝
福
さ
れ
て

う
ぶ
声
を
あ
げ
、
そ
の
人
と
な
り
が

期
待
さ
れ
る
。
私
た
ち
の
生
ま
れ
た

時
代
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
民
俗
調

査
で
中
仙
田
、
木
落
、
沖
立
の
バ
バ

サ
か
ら
聞
い
た
話
を
紹
介
し
よ
う
。

　
昔
は
妊
娠
し
た
こ
と
を
「
始
ま
っ

　
嚢
難
塞
舞
　

蕪
鑑
難
　
　
　
藩
警

わ
な
く
て
も
ス
ワ
ラ
ヤ
ミ
で
わ
か
っ

た
。
　
「
良
か
っ
た
テ
、
オ
ラ
ど
こ
の

ア
ン
ネ
は
始
ま
っ
た
て
が
ノ
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
家
族
は
、
ア
ン
ネ

が
五
体
満
足
の
子
を
産
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
気
を
使
っ
た
。

血
の
池
地
獄
に
落
ち
な
い
で
く
れ
と

伊
勢
平
治
の
観
音
様
へ
安
産
を
祈
願

　
初
児
を
実
家
で
産
む
ほ
か
は
、
姑

　
　
　
　
　
　
　
で
え

夫
婦
の
起
居
す
る
座
敷
の
裏
側
の
部

　
　
　
　
　
お
び
や

屋
を
空
け
て
産
屋
と
し
た
。
産
気
づ

く
と
、
父
と
な
る
ア
ニ
は
せ
わ
し
く

う
ぶ
湯
を
沸
か
し
、
ア
ン
ネ
は
子
安

縄
に
つ
か
ま
っ
て
力
ん
だ
。
明
治
の

後
期
ま
で
は
シ
ャ
ガ
ン
だ
姿
勢
で
産

寝
た
ま
ま
で
産
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
産
ま
れ
る
と
ま
も
な
く
、
ト
リ
ア

ゲ
バ
サ
が
ヘ
ソ
の
緒
を
切
っ
て
く
れ

た
。
こ
の
緒
は
後
産
と
別
に
し
、
産

　
　
　
　
　
た

後
十
日
ほ
ど
経
つ
と
ト
リ
ア
ゲ
バ
サ

が
焼
き
場
で
仕
末
し
て
く
れ
た
。

　
「
オ
ギ
ャ
ー
」
の
声
を
聞
く
と
白

ま
ん
ま

い
飯
を
炊
き
、
有
り
合
わ
せ
の
ナ
マ

ス
や
漬
け
物
で
オ
ビ
ヤ
マ
ン
マ
を
食

べ
た
。
産
婦
に
栄
養
を
つ
け
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
ん

産
後
の
三
日
く
ら
い
は
練
や
ゼ
ン
マ

　
　
　
　
　
　
ふ

ボ
を
き
れ
い
に
拭
き
取
り
、
布
に
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽

た
」
と
言
い
・
そ
れ
は
・
本
人
が
言
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

し
・
ま
た
・
ウ
サ
ギ
な
ど
の
肉
類
は
撒

瀦
ど
食
べ
さ
せ
な
か
・
発
∞
∞

み
落
と
し
た
が
、
四
＋
年
に
入
る
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

イ
の
雑
炊
を
し
て
食
べ
さ
爽
勅
覇

め
て
乳
を
く
れ
る
と
き
は
、
赤
児
が
　
　
濃

　
　
く
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

黒
い
糞
を
こ
か
な
い
よ
う
に
と
、
熱
　
　
垂

い
湯
に
浸
し
た
布
で
産
婦
の
乳
の
イ
　
　
・
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国
保
診
療
所

　
千
手
診
療
所
の
収
支
を
ま
と
め
た
も
の
が

こ
の
会
計
で
す
。

　
診
療
収
入
が
七
千
四
百
五
十
七
万
一
千
円

で
歳
入
の
九
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
五
十
六
年
の
六
月
一
日
に
は
薬
価
基
準
が

一
八
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
　
へ
き
地
診
療
所
、
橘
出
張
所
を
掛
け
持
ち

と
い
う
状
況
の
中
で
の
診
療
活
動
は
な
か
な

か
た
い
へ
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
、
昼
夜
そ
の
任
務
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
　
繰
越
額
は
八
十
六
万
六
千
円
で
し
た
。

赤字G537干円

78，062千円339
　　千円

77，196稠

堕ウ　　　　Qρρエm

26，876柵

866干円黒字

　
克
雪
セ
ン
タ
ー
内
に
へ
き
地
出
張
診
療
所

が
あ
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
大
半
は
六
十
歳
以
上
の
方
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
年
に
は
二
百
二
十
二
万
五
千
円
で
患

者
輸
送
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
を
し
ま
し

た
。

赤字

へ
き
地
出
張
診
療
所

84，095干円

　
不
足
額
が
六
百
五
十
三
万
七
千
円
出
ま
し

た
が
、
へ
き
地
出
張
診
療
所
は
仙
田
地
区
の

方
々
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
た
い
へ
ん
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

41．9971

里堂q1崩Ω綱

歯
科
診
療
所

農

業

壮
ノ㌔

済

　
農
作
物
共
済
に
は
千
四
百
二
十
七
戸
が
加

入
し
、
引
受
面
積
は
九
百
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
、
全
相
殺
が
千
手

地
区
に
三
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。

五
六
豪
雪
に
よ
っ
て
植
え
付
け
が
遅
れ
、
仙

田
地
区
に
ウ
ン
カ
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
畑
作
物
共
済
で
は
被
害
戸
数
が
四
戸
で
す
。

　
農
家
が
支
払
っ
た
掛
金
が
千
四
百
九
十
七

万
九
千
円
、
受
け
取
っ
た
共
済
金
は
千
二
百

九
十
七
万
七
千
円
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
災
害
、
病
虫
害
な
ど
に
対

し
て
適
正
な
補
償
を
す
る
こ
と
と
、
病
虫
害

発
生
を
早
期
に
発
見
し
、
防
除
機
具
の
整
備

な
ど
に
よ
っ
て
災
害
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
が
大
き
な
仕
事
で
す
。

73，445千円　　　　千円

千円

歳　入　計

　　789，555干円

45，592千円

黒字31，448稠黒字1，462稠

　
百
九
十
四
万
四
千
円
の
赤
字
決
算
に
な
り

ま
し
た
。

　
診
療
収
入
は
五
千
七
百
六
十
七
万
九
千
円

で
、
月
平
均
に
す
る
と
四
百
八
十
万
円
く
ら

い
で
す
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
二
壬
二
百
七

万
一
千
円
あ
り
ま
す
。

簡

易

水

道

歳　出　計

　　754，554干円

差引黒字
　　　　55，201干円

　
百
四
十
六
万
二
干
円
の
黒
字
決
算
で
す
。

　
五
十
六
年
度
は
各
簡
易
水
道
と
も
目
だ
っ

た
工
事
が
な
く
、
維
持
管
理
が
主
で
し
た
。

　
建
設
事
業
償
還
金
の
二
千
八
百
三
十
一
万

九
千
円
は
、
一
般
会
計
か
ら
二
千
百
五
十
万

円
を
繰
り
入
れ
て
補
っ
て
い
ま
す
。

　
水
は
共
有
の
財
産
で
す
。
節
水
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
　
随

　
　
　
　
　
か
ん
ぞ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
る
ん
だ
甘
草
を
湯
の
中
に
入
れ
て
嘗

　
　
め
さ
せ
て
か
ら
乳
を
吸
わ
せ
た
。

　
　
　
名
前
は
、
出
来
物
の
人
や
、
家
か

　
　
ら
出
た
人
の
名
に
あ
や
か
っ
て
付
け

　
　
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
生
後
十
日
も

　
　
経
つ
と
白
い
布
に
く
る
み
、
薄
い
布

　
　
団
二
枚
に
包
ん
で
ソ
ッ
と
抱
い
た
。

　
　
　
産
屋
は
二
十
日
を
メ
ド
に
空
け
た

　
　
が
、
そ
れ
ま
で
は
不
浄
だ
か
ら
と
「
母

　
　
子
は
お
天
道
様
に
当
た
る
な
、
外
へ

　
　
　
　
　
　
　
か
さ

　
　
出
る
と
き
は
笠
を
か
ぶ
れ
、
シ
メ
シ

　
　
は
陰
干
し
に
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。

　
　
早
い
人
は
一
週
間
く
ら
い
で
仕
事
を

　
　
し
、
達
者
な
ア
ン
ネ
は
、
産
後
す
ぐ

　
　
に
働
い
て
バ
ッ
パ
に
脅
さ
れ
も
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぶ
ぎ

　
　
　
嫁
の
実
家
で
買
っ
て
く
れ
た
産
衣

　
　
を
着
せ
、
母
と
子
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぶ
す
な
さ
ま
み
や

　
　
の
三
人
で
五
十
日
目
に
産
土
様
へ
宮

　
　
課
り
し
た
蘇
窒
か
付
け
木
の
上

　
　
　
す
り
も
ち

　
　
に
摺
餅
を
の
せ
て
供
え
、
甘
酒
を
上

　
　
げ
て
拝
む
。
ト
リ
ア
ゲ
バ
サ
が
赤
児

　
　
を
抱
き
、
「
マ
メ
ン
シ
テ
ク
ダ
サ
レ
、

　
　
イ
イ
コ
ン
シ
テ
ク
ダ
サ
レ
、
ア
タ
マ

　
　
ノ
イ
イ
コ
ン
シ
テ
ク
ダ
サ
レ
」
と
唱

　
　
え
、
神
殿
の
床
を
二
回
ほ
ど
転
が
し
、

　
　
「
ホ
ー
ラ
、
イ
イ
コ
ン
ナ
ル
ゾ
」
と

　
　
言
い
納
め
て
宮
詣
り
は
済
ん
だ
。
こ

　
　
の
日
は
甘
酒
に
ナ
マ
ス
、
漬
け
物
が

　
　
イ
ッ
ツ
オ
ケ
エ
の
ゴ
ッ
ツ
オ
で
、
親

　
　
類
の
子
ど
も
衆
が
呼
ば
れ
て
来
た
。

　
　
　
百
十
一
日
目
に
食
い
初
め
を
祝
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん

　
　
ナ
マ
ス
と
イ
モ
汁
で
一
人
前
の
膳
を

　
　
　
　
　
ま
ご
ば
さ
　
は
し

　
　
つ
く
り
、
祖
母
が
箸
を
運
ん
で
赤
児

　
　
の
ロ
ヘ
当
て
が
っ
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
や

　
　
適
宜
の
吉
日
を
選
ん
で
孫
祝
を
振

　
轟

撒睡撒購灘繍
蟹翻

畦　
欄灘醐繍朧鞘　灘　

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
　
　
　
㍗
　
　
臼
　
『
　
，

舞
う
。
こ
の
祝
い
は
、
跡
継
ぎ
の
誕

生
を
喜
び
、
そ
の
子
の
心
身
と
も
に

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
親
類
、
縁

者
を
招
く
め
で
た
い
行
事
で
あ
る
。

主
食
は
白
い
マ
ン
マ
か
オ
コ
ワ
、
そ

　
　
に
ん
じ
ん
　
　
ご

れ
に
人
参
、
牛
ぼ
う
、
イ
モ
、
昧

さ
け
（
鮭
の
切
身
）
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
な
ど
の

　
　
く
さ
じ
ょ
ん
か
ん

材
料
で
草
葡
葵
を
つ
く
り
、
フ
ク
デ

餅
一
個
を
引
出
物
と
し
た
。

　
生
後
一
年
目
に
誕
生
を
祝
っ
た
。

お
客
は
嫁
の
母
親
と
ト
リ
ア
ゲ
バ
サ

の
二
人
だ
け
。
餅
を
つ
き
、
大
き
め

に
ま
る
め
て
カ
タ
コ
餅
二
個
を
つ
く

　
　
　
　
　
み

る
。
赤
児
を
箕
の
中
に
入
れ
て
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
し
り

ま
り
立
ち
さ
せ
、
尻
に
半
紙
を
当
て

が
い
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
サ
が
「
ホ
ー
ラ

丈
夫
ン
ナ
レ
」
と
言
い
な
が
ら
カ
タ

コ
餅
を
ペ
タ
コ
ン
と
く
っ
つ
け
た
。

　
ト
リ
ア
ゲ
バ
サ
は
、
産
婦
の
親
の

姉
妹
か
、
血
筋
の
濃
い
人
の
中
か
ら

選
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ト
リ
ア
ゲ

ッ
コ
（
新
生
児
）
と
の
擬
制
的
な
親

子
関
係
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

　
　
　
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
ん

れ
た
。
歳
取
り
の
膳
に
付
い
た
煮
物

は
、
毎
年
、
そ
の
子
の
分
を
ッ
ッ
ト

ッ
コ
に
包
ん
で
年
始
に
持
参
し
、
成

人
の
暁
は
、
祝
言
に
も
お
客
や
茶
ご

と
に
呼
び
、
嫁
の
場
合
は
、
そ
の
膳

を
親
が
も
ら
っ
て
来
て
ト
リ
ア
ゲ
バ

サ
に
届
け
た
。
後
年
、
こ
の
バ
サ
の

ふ計
を
聞
く
と
い
ち
早
く
か
け
つ
け
、

実
子
と
同
様
に
裸
人
足
を
勤
め
て
長

い
つ
き
合
い
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

〔
訂
正
〕
町
史
編
さ
ん
室
の
電
話
は

八
－
二
一
二
八
番
で
す
（
前
号
誤
り
）

　　　｝　　，マ，　　凸，　　苗　　吼　蹴　藁り
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所得税

…
…
…
確
定
坤
告
が
始
ま
継
ま
羨
…
…
皿
…

瓢
％
・
％
“
㍉
髄
“
・
．
“
、
“
、
髄
％
”
鴨
　
窓
“
ゆ
％
㍉
り
♪
泡
㌔
旧
よ
”
酒
％
り
㍉
”
％
”
％
”
隔
　
％
　
舟
　
津
｛
鈎
％
・
り
％
“
転
浅
“
い
・
”
酒
・
“
・
“
％
“
㍉
削
い
”
ゆ
隔
㍉
”
・
㍉

瞬
“
騎
献
欲
・
晒
・
馳
晒
・
騎
“
騎
“
・
㍊
“
“
・
騎
“
晒
“
楠
“
“
騎
・
舳
“
”
欲
南
畿
“
罰
“
“
・
欲
”
晒
”
欲
“
畿
“
“

『
‘
I
I
O
I
O
O
艦
l
O
1
9
　
0
9
9
1
1
0
9
9
0
9
0
0
0
0
0
　
1
0
1
1
8
　
0
0
0
1
0
曝
0
6
0
8
1
0
1
1
1
‘
O
O
6
1
6
8
1
8
0
1
0
1
1
0
0
量
l
　
O
O
O
O
O
　
O
O
－
l
I
1
6
0
1
1
1
魯
I
l

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

“一
　
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
　
　
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

…
六
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
　
　
　
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
・
㎝

…
十
五
日
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
一
二
月
十
五
日
ま
で
で
　
皿

一
　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎝
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

ド
量
1
6
1
0
0
1
1
9
1
1
1
8
1
1
0
1
0
醸
9
1
1
1
1
0
1
1
9
1
0
9
6
1
1
，
l
1
0
1
0
9
0
9
6
9
0
1
0
8
0
1
6
1
1
0
1
6
1
1
1
6
0
6
1
0
0
6
1
0
1
6
1
0
1
9
0
0
1
0
1
0
1
し

確
定
申
告
を

　
　
　
　
　
　
必
要
と

　
所
得
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
得
た

所
得
金
額
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。

確定申告の出張相談

期日 時　間 会場 担当者

3月1日

3月2日 午前10時 総　　合 税務署
3月3日 ～

3月8日 午後3時 セソター 係　官

3月9日

す
る
人

　
次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
地
代
や
家
賃

　
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売

　
っ
た
人
な
ど
で
、
五
十
七
年
中
の
所

　
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
扶
養
控

　
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

　
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
ゐ

　
一
干
万
円
を
超
え
る
人
や
二
か
所
以

　
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給

　
与
以
外
の
所
得
金
額
が
、
年
間
二
十

　
万
円
を
超
え
る
人

正
し
い
申
告
を

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
中
告
を
怠
っ
た
り
、
不
正
な
申
告

を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
が
課
せ
ら

れ
、
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
不
正
な
行
為
に
は
普
通

よ
り
重
い
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

申
告
書
は

自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
用
紙
が
送
ら
れ

て
い
る
方
は
、
必
ず
そ
の
申
告
書
用
紙

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
送
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
　
（
役
場
税
務
課
に
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

税
務
署
や
相
談
会
場
に
出
か
け
、
納

税
相
談
を
さ
れ
る
方
も
、
申
告
書
の

「
住
所
・
氏
名
・
扶
養
親
族
名
」
な
ど
、

わ
か
る
と
こ
ろ
は
自
分
で
記
入
し
ま
し

よ
う
。
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
が
受
け
ら
れ

た
り
、
み
ん
な
の
待
ち
時
間
も
短
縮
さ

れ
ま
す
。

　　　　　　　　鵜　　　　　縣　　　嚢欝　嵌羅

羅
　
　
霧

羅
．
灘
雛

辮

贈
与
税
申
告
が

　
　
必
　
要
　
な
　
人

　
贈
与
税
は
、
個
人
が
財
産
を
も
ら
っ

た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
基
礎
控
除
が
六
十
万
円
で
す
の
で
、

五
十
七
年
中
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財

産
の
価
額
を
合
計
し
て
六
十
万
円
を
超

え
た
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
贈
与
税
は
、
親
と
子
、
夫
と
妻
な
ど

の
よ
う
な
親
族
の
間
で
行
わ
れ
た
贈
与

も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

鵬，．”

納
税
も

三
月
十
五
日
ま
で

　
所
得
税
も
贈
与
税
も
申
告
期
限
と
同

じ
三
月
十
五
日
ま
で
に
納
税
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
所
得
税
は
確
定
申
告
に
よ

り
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額
の
二

分
の
一
以
上
を
三
月
十
五
日
ま
で
に
納

付
す
れ
ば
、
残
額
は
五
月
三
十
一
日
ま

で
延
納
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
年
七
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま

す
。
　
ま
た
、
贈
与
税
で
は
税
額
が
五
万
円

を
超
え
て
い
て
、
一
時
に
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
担
保
を
提
供

し
て
五
年
以
内
の
年
賦
に
よ
る
延
納
の

方
法
も
あ
り
ま
す
。
利
子
税
は
年
六
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
か
か
り
ま
す
。

多多

箋
（
）
7
ヤ

　　振替納税のご利用を

　所得税の納税方法に、振替納税制度があり

ます。この制度はあらかじめ指定した銀行な

どの預金口座から振替によって納税ができる

というもので、納税のための手数が少なくて

済み、たいへん便利です。

　振替納税の手続きなど詳しいことは、預金

先の金融機関、または十日町税務署（ao2575

－2－3181）へ。
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“
、

難
謁
…
　

還

　
源
泉
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
二
月

十
五
日
以
前
で
も
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
。

申
告
書
を
早
く
提
出
し
た
分
だ
け
早
く

還
付
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
月
給
や
ボ
ー
ナ

ス
か
ら
税
金
が
天
引
き
さ
れ
、
年
末
調

整
で
清
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
給
与
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
の
所
得
が
二
十
万

醜
…
㎜
㎜
㎜
　
㎜
㎜
㎜
㎜
…
…
　
　
…
…
　
㎜
　
　
｝
　
㎜
醐
鞍
簾

付
申
告
要
が
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
次
の
よ
う
な

人
は
税
金
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
っ
て
損
害
を

　
受
け
た
人
（
損
害
額
が
所
得
の
一
〇

　
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
と
き
）

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
（
支

　
払
っ
た
医
療
費
が
所
得
の
五
パ
ー
セ

　
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い
ほ

　
う
の
額
を
超
え
た
と
き
）

○
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を

　
購
入
し
た
人
（
床
面
積
が
百
六
十
五

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
こ
と
）

○
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再
就

　
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を

　
受
け
て
い
な
い
人
（
天
引
き
さ
れ
た

　
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ

　
と
が
多
い
）
…
…
な
ど
。

※
還
付
申
告
用
の
用
紙
が
役
場
の
税
務

課
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

雪下ろし費用が

　　所得から引かれます

　家屋の倒壊防止のためにr雪下ろし費

用など」を支払った場合は、雑損控除と

して所得金額から差し引くことができま
す。

　生活に必要でない家屋や事業用家屋の

雪下ろし費用などは該当しません。

◎範囲①屋根の雪下ろし　②家屋の外

周の雪の取り除き　③取り除いた雪の始

末　のために直接支払った次の費用

◇人夫賃　◇除雪機械などの借上料　O

雪下ろしなどのために専ら使用され、そ

の年の冬限りで消耗されるもの（スコッ

プ、スノーダンプなど）

※支出の確認のため領収書が必要ですが、

それが困難な場合には家計簿などによる

支払い事実の確認でも差し支えありませ
ん。

　3月15日が期限です
　
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
も
所

得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
と
同
じ
二
月

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
申
告
は
住
民
税
だ
け
で
な
く
、

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
を
算
定
す
る
も

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
証
明
資

料
と
も
な
る
重
要
な
申
告
で
す
の
で
、

該
当
す
る
と
こ
ろ
は
も
れ
な
く
記
入
し
、

三
月
十
五
日
ま
で
に
必
ず
役
場
に
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
民
税
の
申
告
で
不
明
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
税
務
課
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
て

い
た
だ
く
人

　
住
民
税
の
申
告
は
、
今
年
の
一
月
一

日
現
在
川
西
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
が
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
方
や
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、

勤
め
先
か
ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
資
料
が
調

い
ま
す
の
で
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
　
所
得
税
で
は
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
以
下
の
場
合
は
、
確
定

中
告
を
し
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、

住
民
税
で
は
、
源
泉
徴
収
制
度
を
と
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
十
万
円

以
下
の
も
の
に
つ
い
て
も
全
部
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
に
も
雑
損
控
除
（
雪
下
ろ
し

経
費
含
む
）
や
医
療
費
控
除
が
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
領
収
書
な

ど
を
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
所
得
は

　
　
　
　
役
場
で
計
算

　
農
業
所
得
は
、
昨
年
秋
に
「
耕
作
地

面
積
等
の
申
告
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
き
所
得
額
の

計
算
は
役
場
で
行
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
で
、
農
業
所

得
（
白
色
）
が
あ
る
方
や
所
得
額
が
必

要
な
方
は
、
税
務
課
（
a
八
－
三
二

一
　
有
線
二
一
四
二
）
に
照
会
し
て
く

だ
さ
い
。

，》㌧、一一＿航

、
…
固
定
資
産
税

諜
税
台
帳
の
縦
鷺

O
潮
關
　
叢
湧
一
欝
難
ら
謹
幕
驚
繋
．

　
叢
日
議
楚
憲
曜
日
糞
除
く
鞭

O
時
闇
　
繋
離
八
時
豊
牽
分
が
ら
繋

　
後
五
麟
ま
懸
盆
曜
日
は
鑑
繋
ま

護
○
場
繭
　
税
務
諜
の
窓
欝
楚

た
ば
讃
蔭

　
　
町
内
で
お
求
め
を
！

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
町
内
で
の
た
ば

こ
売
り
上
げ
総
箱
数
は
二
十
本
入
り
で

約
八
十
五
万
箱
で
し
た
。

　
こ
の
売
り
上
げ
に
対
し
、
町
に
入
っ

た
た
ば
こ
消
費
税
の
総
額
は
約
二
千
五

百
九
万
円
で
す
。

　
一
箱
（
二
十
本
入
り
）
当
た
り
で
は

二
十
九
・
五
円
の
消
費
税
が
町
に
入
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
（
現
在
は
三
十

一
円
ち
ょ
つ
と
）

　
こ
の
よ
う
に
た
ば
こ
消
費
税
は
町
の

乱
た
い
せ
つ
な
財
源
の
一
つ
で
す
。

　
　
た
ば
こ
消
費
税
の
配
分
基
準
は
、
町

　
内
の
小
売
店
の
売
り
上
げ
本
数
に
よ
り

　
ま
す
。

　
　
た
ば
こ
は
町
内
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
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　新潟地方気象台発表の2月の予

報は、r中旬は季節風が強まり雪

が降りやすく、一時大雪の恐れ、

下旬は寒さが和らぎ暖かい日が多

くなる」となっています。

　今のところは過ごしやすい冬で

すが、これからはどうでしょうか。

　今冬のインフルエンザ・ウイル

スはA香港型が主流とのこと。風

邪の予防にはウガイの徹底と、調

子が悪いときは休養をとることが

いちばんのようです。

羽
黒
山
で

町
民
ス
キ
ー
大
会

　
川
西
町
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
羽
黒
山
町
民
ス
キ
ー
大
会
（
滑
降
、

回
転
）
を
行
い
ま
す
。
大
ぜ
い
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
日
時
　
二
月
二
十
日
（
日
）

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

◇
場
所
　
千
手
羽
黒
山
ス
キ
ー
場
（
千

　
　
　
手
浄
水
場
隣
）

◇
参
加
資
格
　
川
西
町
民
お
よ
び
川
西

　
　
　
町
に
勤
務
す
る
人
（
小
・
中

　
　
　
学
生
を
除
く
）

⇔
参
加
料
不
要

◇
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
総
合
体
育
館
内
社
会
教
育
課

　
　
　
（
8
八
－
二
一
六
七
　
有
線

　
　
　
五
五
八
八
）
ま
た
は
役
場
総

　
　
　
務
課
押
木
（
魯
八
⊥
三
一

　
　
　
一
　
有
線
二
一
二
二
）
ま
で

午前9時現在（単位：cm）

小
林
功
七
さ
ん
に

県
警
察
本
部
長
か
ら
感
謝
状

中
仙
田
の
小
林
功
七
さ
ん
に
県
警
察
本
部
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
町
の
交
通
対
策
協
議
会
委
員
や
交

通
安
全
協
会
役
員
な
ど
と
し
て
、
十
一
年
余
り
に
わ

た
っ
て
交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
警
察
運
営
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い

る
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

感
謝
状
を
手
に
し
た
小
林
さ
ん
（
2
／
2
）

る
　
、
豆

べ
鬼
、
。

上野保育園の豆まき
　春になって気持ちよく、元気に遊

よう、心の中に住んでいるわがまま

おこりんぼう鬼、なきむし鬼たちに

をぶっつけ、外へ追い出しましょう

　　ヨ

　　1　新春娯楽大会
　　ロ
　　1　先月16日、新春娯楽大会が総

　　1合センターで行われました。今

　　1年は百人一首のほかに、囲碁、

　／　将棋大会も加わり、たいそうに
　ノ
／　　　ぎやかでした。

積雪の比較
58 年 57 年 56 年

月日
分遣所 川西ダム 分遣所 川西ダム 分遣所 川西ダム

1　・1 45 50 0 14 170 220
1　・5 22 42 0 15 210 257
1　・10 80 110 4 30 224 260
1　・15 126 154 30 70 350 370
1　・20 90 122 85 116 345 385
1　・25 125 156 40 78 360 382
1　・31 95 120 105 150 372 393

r柳式融雪屋根」の

雄一さんが

テレビ出演

柳

　柳雄一さん（中島町）がN　H　K新潟

放送局のテレビrフレッシュロータリ

ー」に出演します。

　2月26日（土）の午前7時30分から

7時45分まで（再放送は午後1時5分

から1時20分まで）の間ですのでご覧
ください。

　柳式融雪屋根は、暖房の余熱を利用

するなど、省エネ時代にふさわしい合

理的な考え方からできています。

　郷土の建築家、柳さんが意気込みを

語ります。



1【91”II””lll”””ll”1”II””ll””1”1”1”””1”1””1”1”””””””1”1”1””””””””””1”””1””””ll”ll””””II”””””1””1”””広輯かわにし／昭和58年2月10日発行

、
馬

〃

　
新
潟
県
が
「
立
県
百
年
」
の
記
念
事

業
と
し
て
、
か
ね
て
編
さ
ん
を
進
め
て

き
た
「
新
潟
県
史
」
は
、
前
年
度
に
続

い
て
、
五
十
八
年
三
月
末
に
五
巻
が
刊

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
五
巻
は
、
貴
重
な
未
公

刊
史
料
を
多
数
紹
介
し
て
お
り
、
新
潟

県
の
歴
史
を
知
る
上
で
不
可
決
の
資
料

集
で
す
。
前
年
度
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た

し

玄
小
差
イ

十
一
巻
も
ご
高
評
を
得
て
、
県
内
外
の

方
々
に
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
購

読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
今
回
刊
行
巻
の
内
容

・
資
料
編
1
　
原
始
古
代
一
　
考
古
編

　
五
、
五
〇
〇
円
、
・
資
料
編
4
中

世
二
　
文
書
編
H
　
四
、
九
五
〇
円
、

．
資
料
編
n
　
近
世
六
　
文
化
編
四
、

　
　
　
　
　
九
〇
〇
円
、
・
資
料
編
14

吾嬬紀行

一
、
近
代
三
、
近
代
五
、
現
代
一
、
民

俗
文
化
財
一
）
も
ま
だ
在
庫
が
あ
る
そ

う
で
す
。
　
（
い
ず
れ
も
送
料
別
）

◎
申
込
先
〒
鮒
新
潟
市
学
校
町
通
一

番
町
六
〇
二
番
地
　
新
潟
県
総
務
部

県
史
編
さ
ん
室
（
魯
〇
二
五
二
ー
二
一
二

i
五
五
二
）

◎
申
込
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

購
入
巻
名
、
冊
数
、
公
私
用
の
別
、
電

話
番
号
な
ど
を
記
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

明
る
い
く
ら
し
の
設
計
に

た
制
度
を
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
、
三
月
ま
で
「
明
る
い
く
ら
し

の
設
計
、
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
新
加

入
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
郵
便
局
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
近
代
二
　
明
治
維
新
編

H
　
四
、
九
〇
〇
円
、
・

資
料
編
19
　
近
代
七
　
社

会
文
化
編
　
四
、
九
五
〇

円　
な
お
、
既
刊
の
十
一
巻

（
原
始
・
古
代
二
、
中
世

一
、
近
世
一
、
近
世
二
、

近
世
三
、
近
世
四
、
近
代

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

　
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
を
ご
利
用
の

お
客
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
保
険
料
や

掛
金
は
、
簡
保
・
年
金
資
金
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
を
通
じ
還
元
融
資
さ
れ
、

学
校
．
道
路
・
公
園
な
ど
豊
か
な
町
づ

く
り
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
郵
便
局
で
は
、
こ
う
し

郵
便
局
の

　
窓
口
取
扱
時
間
が
変
更

　
千
手
．
仙
田
・
橘
の
三
郵
便
局
で
は
、

郵
便
．
電
報
．
電
話
の
窓
口
取
扱
時
間

を
二
月
十
四
日
か
ら
次
の
よ
う
に
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

鰍灘

窓ロ取扱時間

午前9時～午後5時平日

午前9時～
　　午後0時30分

土曜日

取り扱いません
ただし、連休の場合は
祝日に午前9時から午
後0時30分まで取り扱
います

日曜日

祝日

料
金
先
方
払
い
で

　
　
市
外
通
話
が
で
き
ま
す

　
旅
行
や
会
社
の
出
張
な
ど
で
、
旅
先

か
ら
自
宅
や
会
社
に
電
話
を
か
け
た
い
。

　
学
生
が
親
元
へ
電
話
を
か
け
た
い
。

　
こ
ん
な
と
き
に
料
金
着
信
払
通
話

（
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
）
を
ご
利
用
に
な

る
と
便
利
で
す
。

◎
利
用
方
法
①
1
0
6
番
ヘ
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
　
②
父
換
取
扱
者

が
で
ま
し
た
ら
“
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
告
げ
て
、
あ
な
た
の
電
話
番
号
、
お

名
前
、
通
話
先
の
電
話
番
号
を
告
げ
て

く
だ
さ
い
。
公
衆
電
話
発
信
の
場
合
は
、

公
衆
電
話
の
旨
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

③
交
換
取
扱
者
が
通
話
先
の
方
に
料
金

支
払
い
の
諾
否
を
う
か
が
い
、
承
諾
が

得
ら
れ
た
と
き
に
接
続
し
ま
す
の
で
通

話
先
と
お
話
く
だ
さ
い
。

◎
料
金
料
金
は
通
話
料
の
ほ
か
に
取

扱
手
数
料
90
円
を
加
え
通
話
先
へ
請
求

し
ま
す
。

最低賃金の改定

製
業
金
整
．
車
械
動
日
軽
人

機
自

◇

　1日　3，601円（1時間451円）
　＊軽易な業務に主として従事す

　る人、技能習得中の人は3，053

　円（1時間382円）

　実施日　58・1・8

◇卸売業・小売業

　1日　3，280円（1時間410円）
　＊飲食店、清掃、かたづけ、賄

　いに主として従事する人は3，053

　円（1時間382円）

　実施日　57・12・6
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O
　
g
　
O
　
O
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9
　
1
　
。
1
　
0
　
6
　
曾
　
0
　
0
　
9
　
1
　
1
　
0
　
0
　
1
　
0
　
1
　
0
　
0
　
1
　
0
　
0
　
1
　
1
　
1
　
6
　
0
　
0

　
　
危
険
物
取
扱
者
の

　
　
　
　
　
　
　
講
習
会
を
実
施

　
危
険
物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
　
　
　
千
六
百
円
（
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納

種
、
丙
種
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
）
　
　
入
）

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
※
詳
細
は
川
西
分
遣
所
へ
問
い
合
わ
せ

◎
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
消
防
法
の
規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯

蔵
所
、
取
扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
、
そ
れ
に

今
は
危
険
物
の
取
扱
作
業
は
し
て
い
な

い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険
物
取
扱
者

◎
日
時
．
場
所

　
三
月
三
日
　
長
岡
自
治
会
館
午
前

九
時
受
付
開
始

◎
受
付
期
間

　
講
習
日
の
十
日
前
ま
で
（
受
講
甲
請

書
は
川
西
分
遣
所
に
あ
り
ま
す
）

◎
申
込
先

　
〒
鮒
　
新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町

新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
危
険
物
係

◎
受
講
手
数
料

農地の売・買・貸・借は

優遇措置のある農業公社で！ノ

ご相談は農業委員会でどうぞ

（魯8－3111有線2133）

新潟県農業公社

丁951新潟市白山浦1－614
（ao252－31－1241）

住
宅
建
設
資
金
は

　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
さ
　
　
や
ぎ

　
　
　
　
　
　
し
　
≧
刀
力

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
次
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
限
　
二
月
二
十
五
日
ま
で

○
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

　
り
行
い
ま
す

○
融
資
額
・
利
率
　
別
表
の
と
お
り

○
返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十
五
年

　
以
内

○
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
関

※
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
で
相
談
く
だ
さ
い
。

融資額と利率
住宅の床面積

利　　　　率
融資限度額

当初10年間 11年目以降

50ガ～110ガ以下
　　　（135㎡以下） 5．5％ 7．3％ 480万円

110彿1超～135城以下
（135勉超～165斌以下） 6．5％ 7．3％ 530万円

135ガ超～150㎡以下 7．3％ 7．3％ 530万円

（）内は老人同居等の場合

わ
し
の
　
　
綴

　
　
　
　
　
自
慢
環

盛
雛
葵
漣
｝
一
毒
嬬
窮
豪
吻
嘉
噺
舞
驚
轡

「
び
ん
だ
る
ま
」
で

　
　
　
　
一
杯
い
か
が
…
…

　
　
赤
谷
小
川
　
秀
さ
ん

　
小
川
さ
ん
は
多
趣
昧
で
あ
る
。
編

物
、
し
し
ゅ
う
、
バ
ッ
ク
作
り
、
そ

れ
に
俳
句
や
民
謡
、
昔
語
り
ま
で
す

る
。
な
に
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り

上
げ
て
も
よ
い
。

　
昼
は
内
職
、
そ
し
て
夜
は
こ
れ
ら

を
う
ま
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
入

れ
、
忙
し
く
、
ま
た
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
お
い
で
だ
。

　
　
「
夜
は
横
に
な
れ
ば
眠
っ
て
し
ま

　
い
ま
す
か
ら
ね
エ
。
そ
れ
で
手
を
動

か
し
て
い
る
ん
で
す
て
エ
」

　
　
こ
う
で
も
し
て
い
な
い
と
夜
が
長

く
間
が
持
て
な
い
と
も
い

う
．
　
　
　
　
潮

　
　
「
手
の
先
仕
事
を
し
て

い
れ
ば
頭
の
回
転
が
よ
く

な
っ
た
り
、
健
康
に
も
い

い
と
お
医
者
さ
ん
が
言
っ

て
い
ま
し
た
」

　
た
な
に
飾
っ
て
あ
っ
た

　
「
び
ん
だ
る
ま
」
が
珍
し

　
い
の
で
紹
介
し
た
い
。

　
材
料
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
び
ん
が

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
セ
ッ
ト

を
手
芸
店
か
ら
買
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
、
び
ん
全
体
に
両
面
テ
ー
プ

を
は
る
。
そ
れ
に
レ
ー
ス
糸
を
巻
き

付
け
て
い
く
。

　
「
ち
ょ
っ
と
緩
め
に
巻
く
の
が
コ

ッ
で
す
」

　
び
ん
の
角
を
平
ら
に
巻
く
と
き
は

気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ

ャ
ッ
プ
は
別
に
巻
き
付
け
る
。
だ
る

ま
の
顔
を
は
り
、
縁
ど
り
を
す
れ
ば

で
き
上
が
る
。

　
「
中
昧
が
な
く
な
れ
ば
継
ぎ
足
す

こ
と
が
で
き
ま
す
ヨ
」

　
「
び
ん
だ
る
ま
」
は
い
つ
ま
で
も

使
え
、
実
用
的
で
あ
る
。

　
「
今
は
好
き
な
こ
と
が
な
ん
で
も

で
き
、
う
れ
し
い
で
す
ね
エ
。
そ
れ

で
ハ
ジ
ケ
て
い
る
ん
で
す
て
エ
」

　
今
度
は
、
か
ら
じ
し
の
舞
っ
て
い

る
大
き
な
文
化
し
し
ゅ
う
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
の
こ
と
。

「
ウ
ワ
ッ
パ
リ
」
も
自
分
で
編
ん
だ
も
の
で
す
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出息
善

●

Σ

欝

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
山
松
商
店
が
会
社
創
立
三
十
周
年
を

　
記
念
し
て
百
万
円

囹
交
通
安
全
の
た
め
に
と

※
龍
巳
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら
交
通
安
全

　
観
音
様
の
お
さ
い
銭
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
エ
デ
ン
か
ら
一
万
二
千
六
百
六
十
七

　
円
※
清
水
道
晃
君
、
道
亘
君
（
上
町
）
か

　
ら
五
千
円

※
藤
巻
敏
志
さ
ん
（
寺
ケ
崎
）
か
ら
二

　
万
円

●
丸
山
富
司
さ
ん
（
東
善
寺
）
か
ら
、

子
供
の
そ
り

●
保
坂
国
夫
さ
ん
（
上
町
）
か
ら
、
子

　
供
の
そ
り
、
こ
す
き

●
小
海
金
一
郎
さ
ん
（
小
根
岸
）
か
ら
、

機
織
り
の
ひ
枠
二
個
、
と
び
口
一
丁
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寄
宿
舎
は
、
十
一
月
二
十
四
日
に
開

か
れ
、
三
月
の
終
業
式
の
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
寄
宿
舎
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

六
時
四
十
五
分
に
起
床
、
点
呼
、
当
番

の
男
子
（
五
人
）
は
ゴ
ミ
出
し
、
雪
が

降
っ
て
い
れ
ば
道
踏
み
を
し
ま
す
。
女

子
も
当
番
（
五
人
）
で
配
ぜ
ん
を
し
ま

す
。
そ
し
て
朝
食
、
登
校
と
い
う
具
合

で
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る
生
徒

た
ち
の
帰
り
は
五
時
半
ご
ろ
に
な
る
そ

う
で
す
。
六
時
に
夕
食
、
配
ぜ
ん
と
後

か
た
づ
け
は
当
番
の
女
子
が
行
い
ま
す
。

七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
が
学
習

の
時
間
で
す
。
九
時
二
十
分
に
掃
除
、

食
堂
へ
全
員
集
ま
っ
て
の
反
省
会
が
九

時
半
か
ら
あ
り
ま
す
。
消
灯
は
十
時
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
週
に
二
回
（
火
曜
日
と
金
曜
日
）
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
一
時
間
で
す
が
、

中
学
校
の
体
育
館
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

散
さ
せ
て
き
ま
す
。

　
舎
監
は
、
男
性
の
先
生
方
十
二
人
が

交
替
で
お
勧
め
で
す
。
泊
ま
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
の
で
、
勉
強
で
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
。
　
こ
う
し
て
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
土

曜
日
が
き
ま
す
。
日
曜
日
の
夕
方
ま
で

に
は
戻
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ゆ

っ
く
り
と
家
庭
の
昧
を
ー
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
一
家
だ
ん
ら

ん
は
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

　
生
徒
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
た
い
へ
ん
で

す
が
、
炊
事
の
お
ば
さ
ん
た
ち
お
二
人

の
ご
苦
労
も
並
々
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
朝
は
五
時
半
ご
ろ
か
ら
支
度
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
夜
は
洗3号室は3年男子の部屋

い
物
を
済
ま
せ
る
と
九
時
過
ぎ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
二
月
一
日
に
寄
宿
舎
を
ち

ょ
っ
と
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
午
後
七
時
半
ご

ろ
の
様
子
で
す
。
一
階
の
食

堂
に
は
一
年
生
が
集
ま
り
勉

強
中
で
し
た
。
こ
こ
は
と
き

に
は
食
卓
を
合
わ
せ
卓
球
場

に
も
な
る
そ
う
で
す
。
二
階

は
男
子
の
部
屋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
三
号
室
は
三
年
生
が

い
ま
し
た
が
、
も
う
す
ぐ
の

高
校
受
験
に
備
え
て
、
追
い

込
み
の
勉
強
に
熱
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
三
階
は
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
七
号
室
を
の
ぞ
い

て
み
ま
し
た
。
二
年
生
女
子

六
人
の
部
屋
で
す
。
こ
ち
ら
は
和
や
か
画

さ
が
漂
い
ま
す
。
こ
の
日
は
火
曜
日
で
｛

し
た
の
で
八
時
か
ら
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
紳

ヨ
ン
の
時
間
で
中
学
校
の
体
育
館
へ
出
碑

か
け
ま
す
。
夜
食
に
は
特
別
サ
ー
ビ
ス
　
一

の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
が
待
っ
て
い
ま
す
。
一

外
出
に
は
、
外
出
力
ー
ド
を
使
い
ま
一

す
が
、
床
屋
が
主
な
よ
う
で
す
。
寄
宿
　
一

舎
で
の
大
敵
は
風
邪
で
す
。
規
則
正
し
一

い
生
活
を
し
て
い
て
も
風
邪
に
か
か
る
一

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
予
防
に
も
万
全
　
副

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
寄
宿
｝

舎
が
で
き
て
八
年
に
な
り
ま
す
が
、
急
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

病
人
が
一
人
も
出
て
い
な
い
こ
と
は
何
　
｝

よ
り
け
っ
こ
う
の
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
｝

　
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
は
助
け
合
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断

い
な
が
ら
明
る
く
寄
宿
舎
生
活
を
し
て
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
も
う
す
ぐ
春
で
す
　
　
。
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
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響
．
．
一
3
一
一
．
．
．
．
｛
．
．
．
．
一
三
一
．
．
．
。
三
。
，
り
．
．
．
．
．
一
…
．
．
．
．
．
．
三
．
．
．
．
｛
．
．
9
．
一
…
一
．
．
．
．
．
一
…
一
．
．
．
．
一
三
．
噛
．
．
．
．
…
．
一
．
．
．
．
一
…
．
．
．
一
．
…
．
．
．
．
．
一
一
一
。
．
．
．
．
．
．
．
．
器
．
．
．
の
．
．
3
亀
．
．
．
．
．
3
。
．
馳
．
．
．
．
｛
．
3
一
。
3
一
一
．
．
．
．
一
零
一
．
…
．
一
…
一
．
．
．
．
一
三
．
『
§
．
．
。
。
．
．
．
．
3
．
三
．
．
．
．
。
三
一
．
．
．
｛
一
．
．
甲
．
一
…
一
一
一
．
一
ξ
。
．
．
．
一
一
…
一
．
．
．
．
。
一
一
一
一
。
．
．
．
，
一
3
一
一
．
．
．
3
＝
一
一
．
．
．
一
一
…
一
一
．
．
一
一
…
一
．
晒
．
．
一
3
9
。
．
．
．
．
一
一
三
三
一
。
．
3
。
…
一
三
。
…
一
…
一
。
…
。
…
一
一
…
一
…
一
一
3
一
一
。
一
一
5
一
一
。
一
一
ゼ
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健
康
点
検

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

　
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、

自
分
で
自
分
の
健
康
状
態
を
観
察
し
、

健
康
な
生
活
を
送
る
方
法
を
見
つ
け

出
す
こ
と
で
す
。

　
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
だ
れ
に
で
も

で
き
ま
す
。
わ
ず
か
な
時
間
を
さ
き
、

健
康
と
体
力
に
自
信
を
お
つ
け
く
だ

さ
い
。

　
今
年
は
、
こ
の
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
朝
の
目
覚
め
で
す
。

翻霧鞠蝿
朝
の
目
覚
め

　
朝
の
目
覚
め
は
、
そ
の

日
の
出
発
点
と
し
て
非
常

に
た
い
せ
つ
で
す
。
快
食
、

快
便
、
快
眠
と
い
わ
れ
る

健
康
な
生
活
の
基
本
で
す
。

目
が
覚
め
た
と
き
布
団
か

ら
飛
び
出
し
た
い
よ
う
な

気
分
で
朝
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
。

　
快
眠
で
き
な
い
と
き
は
、

目
を
開
け
て
も
頭
が
重
く

て
身
体
全
体
が
床
に
へ
ば

り
つ
い
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
に
は
次
の
よ
う
な
ヘ
ル

　
　
　
　
　
、
、

　
　
・
肱
夢
ぷ
製
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ゴ

　
　
　
　
　
　
リ
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
築
摂
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

訂

鵡
、
㍉
㎜

身

ぶ
讐
晶

爾
虚
ノ
．
．
脳

．
）

　
　
欝
節

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
運
動
不
足
の
生
活
を
送
っ
て
い
な

　
か
っ
た
か
ど
う
か

②
就
寝
時
間
が
遅
過
ぎ
た
の
で
は
な

　
い
か

③
寝
る
前
に
水
分
を
取
り
過
ぎ
て
夜

　
中
に
オ
シ
ッ
コ
に
何
回
も
起
き
な

　
か
っ
た
か

④
寝
室
の
電
灯
は
明
か
る
過
ぎ
な
い

　
か
ど
う
か

⑤
昼
間
の
下
着
を
全
部
脱
い
で
ゆ
っ

　
く
り
し
た
寝
巻
き
に
着
替
え
た
か

⑥
布
団
や
ま
く
ら
の
調
子
は
よ
か
っ

　
た
か

⑦
夕
食
が
遅
く
た
り
夜
食
を
食
べ
過

　
ぎ
て
お
な
か
に
た
ま
っ
た
ま
ま
で

　
寝
な
か
っ
た
か

⑧
睡
眠
時
間
は
十
分
だ
っ
た
か
ど
う

　
か
　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
思
い
当
た
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
分
な
り
に

努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ヨ

葛
蓄
葛
葛
葛
葛
名
蟹
葛
名
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

膿
骸
葛
犠
骸
葛
骸
葛
犠
骸
骸
膿
犠

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅
激
聾
謡
町
裂

（
総
躯
契
黙
2

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

茂川戸藤村
野崎田巻山

良恵幸龍奈
太美企　央

o

利
夫
　
長
女
　
高
原
田

明
　
　
長
男
塩
辛

博
雄
長
男
仁
田

充
　
　
長
女
発
電
所
通

正
明
　
長
男
下
平
新
田

小
わ
琶

　
　
　
岬
壇

太
田
白
南
風
選

　
霜
条
　
星
名
　
星
光

◎
妻
の
座
の
三
十
余
年
針
供
養

◎
月
光
に
雪
野
の
闇
と
い
う
は
な
し

　
雪
雲
の
明
る
く
切
れ
し
降
り
止
み
し

　
雪
雫
奏
で
る
午
後
の
小
屋
根
か
な

　
笠
の
紐
し
か
と
結
ん
で
吹
雪
か
る
・

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

◎
老
妻
と
二
人
の
生
活
豆
を
撒
く

◎
か
ん
じ
き
を
商
う
藁
の
く
つ
は
き
て

　
雪
空
や
疎
に
し
て
高
き
冬
木
立

佐
藤
　
和
豊
　
数
義
　
二
男
　
小

脇

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

渡
邊
熊
治
　
　
東
善
寺
　
　
七
三

藤
巻
　
ス
キ
　
　
寺
ケ
崎
　
　
八
○

保
坂
　
ツ
ゲ
　
　
大
白
倉
　
　
八
三

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
…
…
②
　
（
敬
称
略
）

【
干
手
地
区
】

○
県
営
住
宅
・
清
水
泰
裕

【
上
野
地
区
】

○
元
町
・
田
畑
虎
太
郎
、

・
沢
口
富
士
雄

○
下
平
新
田

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
イ
力

寒
梅
を
淡
く
映
せ
し
雪
明
り

藁
屑
を
群
が
り
た
ち
し
寒
雀

縫
い
納
め
針
を
数
え
て
供
養
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂

村
は
ず
れ
な
り
て
朝
の
道
踏
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

雪
季
市
雪
に
拉
で
て
植
木
店

寒
梅
の
咲
き
を
り
て
や
・
淋
し
け
れ

大
き
な
る
注
連
廻
し
張
り
大
棒

熱
燗
を
好
む
と
知
り
し
友
と
酌
む

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

年
玉
を
や
る
も
楽
し
き
一
事
か
な

親
子
し
て
問
答
事
や
成
木
責

初
詣
で
稲
穂
の
揺
れ
る
日
本
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀

紅
葉

3爵鞭鞭靴敬なこ；熟3粥毎3幸

　　　　　　　　　　みマ
　1月の交通事故発生件数終
　　　　　　　　　　るマ
　　　　　　　累計闘
件数1（0）1（0）鰭
　　　　　　　　　　ゆ　傷者2（0）2（0）轄
　　　　　　　　　　リヨ死者0（0）0（0）鮮
酒よい1（0）1（0）籍
　　　　　　　　　　りき酒気おび　0（0）0（0）認
　　　　　　　　　　　ゆじ　　（）内は前年比較　　謎・
　　　　　　　　　　　ゐ苫鰯艦鰻鰭鰯轄輔輔←浦豊

・
・
”
・
“
・
“
・
・
“
∴
・
“
・
ウ
“
・
“
・
の
・
噌
ウ
“
・
ウ
ウ
ウ
“
・
ウ
“
・
“
・
の
・
ρ

？
？
㈹
・
・
”
・
・
？
“
・
・
θ
．
・
・
一
・
・
σ
．
・
・
㈹
・
・
“
・
・
？
？
”
・
・
⑳
・
（
・
・
“
・
・
“
9
・
撃
（
・
あ
・
．
卿
．

（
お
わ
び
）
前
号
の
下
原
の
嘱
託
員
を

丸
山
隆
さ
ん
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

●
2
月
16
日
・
・

●
2
月
2
3
日
．
．

●
3
月
2
日
．
．

●
3
月
9
日
．
．

…
・
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

．
．
．
．
…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

炭
く
だ
く
音
静
寂
の
夜
に
響
き

暁
の
家
黒
々
と
麦
は
芽
に

軒
下
に
き
て
羽
搏
き
て
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

雪
堀
り
の
屋
根
と
屋
根
と
の
高
話

薄
日
さ
す
ガ
ラ
ス
の
窓
辺
寒
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ョ
ノ

片
隅
に
炭
火
鉢
置
き
節
季
市

節
季
市
藁
工
品
の
珍
し
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
夏
風

ふ
る
さ
と
に
子
に
疎
ま
れ
て
昧
噌
を
掲
く

粉
餅
も
よ
ば
れ
し
外
は
吹
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

糠
む
ろ
を
飛
び
た
つ
羽
音
寒
雀

寒
雀
焚
火
の
跡
に
群
れ
て
を
り


